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日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
史
編
纂
の
歩
み

山　
　

口　
　

誠　
　

一

Ⅰ　

網
羅
的
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
編
纂
分
野

（
Ａ
）　

文
化
史
と
し
て
の
〈
日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
受
容
〉

　

日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
欧
米
で
も
日
本
で
も
、

ま
だ
系
統
的
に
研
究
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、
そ
の
よ
う
な

系
統
的
研
究
の
端
緒
と
し
て
、
網
羅
的
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録

を
公
表
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
公
表
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
こ
れ

ま
で
に
、
日
本
で
網
羅
的
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
目
録
を
個
別
哲
学
研
究
分

野
で
は
も
っ
と
も
早
く
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
伴
い
な
が
ら
編

纂
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
つ
ぎ
の
網
羅
的
文
献
目
録
が
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
ⓐ
上
妻
精
編
「
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
目
録
―
一
九
六
九
年
ま
で
」

（
一
九
七
〇
）、
ⓑ
山
口
誠
一
・
星
敏
雄
編
「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献

目
録
（
一
九
七
〇
～
一
九
八
七
）」（
一
九
八
九
）、
ⓒ
山
口
誠
一
・

星
敏
雄
編
「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
増
補
目
録　

付
：
正
誤
表

（
一
九
八
七
～
一
九
八
九
）」（
一
九
九
〇
）、
ⓓ
山
口
誠
一
編
「
ヘ
ー

ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
（
一
九
八
九
～
一
九
九
二
）」（
一
九
九
三
）、

ⓔ
山
口
誠
一
編
「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
（
一
九
九
三
～

二
〇
〇
三
）」（
二
〇
〇
四
）、（
二
〇
〇
五
）、
ⓕ
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学

会
編
集
委
員
会
編
（
山
田
有
希
子
）「
へ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録

（
二
〇
〇
四
）」（
二
〇
〇
五
）、
ⓖ
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
文
献
資
料
委

員
会
編
（
三
重
野
清
顕
）「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
（
二
〇
〇
六

～
二
〇
〇
七
）」（
二
〇
〇
八
）、
ⓗ
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
文
献
資
料

委
員
会
編
（
竹
島
尚
仁
）「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
（
二
〇
〇
八

～
二
〇
〇
九
）」（
二
〇
一
〇
）、
ⓘ
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
文
献
資
料

委
員
会
（
硲
智
樹
）「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
（
二
〇
一
〇
～

二
〇
一
一
）」（
二
〇
一
二
）。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
目
録
編
纂
が
、
日
本
の

ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
わ

た
し
は
、
二
〇
〇
九
年
に
、
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
に
文
献
資
料
委
員

会
を
設
置
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
の
組
織
的
編
集
体
制
を

確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語

文
献
目
録
」
が
、
そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
に
は
「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語

文
献
目
録
国
際
版
（
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
）」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
も
、
Ｋ
・

シ
ュ
タ
イ
ン
ハ
ウ
ア
ー
編
『
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
目
録
・
第
二
部
』

（
一
九
九
八
）
の
編
集
に
も
協
力
し
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
と
と
も

に
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
の
ロ
ー
マ
字
化
お
よ
び
独
訳
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
多
く
の
ド
イ
ツ
人
研
究
者
た
ち
な
ら
び
に
日
本
人
研

究
者
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
国
際

版
（
一
八
七
八
～
二
〇
〇
一
）」
を
刊
行
す
る
段
階
に
最
近
到
達
し

ま
し
た（

（
（

。

　

以
下
の
よ
う
に
し
て
長
年
に
わ
た
る
文
献
目
録
編
纂
の
結
果
、

ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
の
端
緒
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
東
京
大
学

講
義
「
哲
学
史
」
の
聴
講
者
筆
記
録
に
あ
る
と
目
下
推
察
し
て
い
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
諸
分
野
で
も
言
及
い
た
し
ま
す
。

（
Ｂ
）　
「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
国
際
版
（
一
八
七
八
～ 

　
　
　

二
〇
〇
一
）」
の
概
要

　

こ
の
文
献
目
録
は
、
一
八
七
八
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
に
日
本

で
公
表
さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
関
連
文
献
約
五
〇
〇
〇
件
を
で
き
る
だ
け

網
羅
的
に
収
録
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
の
内
訳
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
目
録
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
著
作
邦
訳
、

研
究
書
、
紀
要
・
雑
誌
掲
載
論
文
、
研
究
文
献
邦
訳
、
書
評
、
研
究

動
向
、
研
究
資
料
、
百
科
事
典
関
連
項
目
で
す
。

　

こ
の
文
献
目
録
を
作
成
す
る
上
で
、
基
本
資
料
と
な
っ
た
の
は
、

山
口
誠
一
編
「
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
一
八
七
八
～
二
〇
一
〇
）」
で
す
。
む
ろ
ん
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、
日
本
語
表
記
で
す
か
ら
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
語
表
記
と
ロ
ー
マ
字

表
記
に
翻
訳
し
、
編
集
し
な
お
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

わ
た
し
と
大
河
内
泰
樹
氏
（
一
橋
大
学
準
教
授
）
に
よ
っ
て
、
国
際

版
デ
ー
タ
ベ
ー
スV

er. 1.0

を
一
昨
年
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

た
し
か
に
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
国
際
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
目
録

第
一
巻
が
一
九
八
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
後
、
第
二
巻
が
一
九
九
八
年

に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
国
際

ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
目
録
で
は
、
日
本
語
表
記
の
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
を
網
羅

的
に
収
録
す
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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ま
た
、
そ
こ
か
ら
日
本
語
文
献
だ
け
を
抽
出
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ

る
し
、
一
九
九
一
年
以
降
の
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
は
い
ま
だ
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

Ⅱ　

日
本
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
動
向
解
明
分
野

　

わ
が
国
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
史
全
体
を
概
観
す
る
場
合
、
六
つ
の
時

期
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
一
の
時
期
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
哲
学
史
講
義
を
開
始
し
た

一
八
七
八
年
か
ら
一
九
〇
四
年
ま
で
で
あ
り
、
第
二
の
時
期
は
、
紀

平
正
美
・
小
田
切
良
太
郎
訳
「
エ
ン
チ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
」
が
公
表

さ
れ
た
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
で
す
。
そ
し
て
、
第
三

期
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
一
〇
〇
年
忌
の
一
九
三
一
年
か
ら
敗
戦
の

一
九
四
五
年
ま
で
で
あ
り
、
第
四
期
は
、
一
九
四
六
年
か
ら

一
九
六
九
年
ま
で
で
す
。
第
五
期
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
生
誕
二
〇
〇
年
の

一
九
七
〇
年
か
ら
、
一
九
八
五
年
ま
で
で
す
。
最
後
の
第
六
期
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
会
が
法
政
大
学
で
設
立
さ
れ
た
一
九
八
六
年
か
ら
、

日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
設
立
を
経
て
現
在
ま
で
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
ま
や
こ
れ
ま
で
の
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
史
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
者
が
ド
イ
ツ
で
日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル

研
究
の
紹
介
を
行
う
段
階
に
来
て
い
ま
す（

（
（

。

　

以
上
の
研
究
史
を
援
用
し
な
が
ら
探
索
し
て
く
る
と
、
今
日
の

ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
の
諸
動
向
の
奥
行
が
多
少
と
も
透
け
て
見
え
て
き
ま

す
。

　

な
る
ほ
ど
、
第
五
期
に
文
献
学
的
・
発
展
史
的
研
究
が
興
隆
し
た

こ
と
は
、
日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
に
も
新
局
面
を
生
み
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
日
ま
で
の
日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
の
大
枠
は
、
第
一
期
に

お
け
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
移
植
と
第
二
期
に
お
け
る
マ

ル
ク
ス
的
ヘ
ー
ゲ
ル
論
の
流
入
と
第
三
期
に
お
け
る
新
ヘ
ー
ゲ
ル
主

義
的
ヘ
ー
ゲ
ル
論
の
流
入
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
第
一
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
を
、
マ
ル
ク
ス
の
唯

物
論
的
弁
証
法
の
先
行
形
態
と
し
て
見
る
立
場
が
、
依
然
と
し
て
存

在
し
ま
す
。
第
二
に
、
そ
れ
と
対
立
す
る
よ
う
に
、
カ
ン
ト
か
ら
始

ま
る
ド
イ
ツ
観
念
論
の
枠
内
で
ヘ
ー
ゲ
ル
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾

向
は
、
今
日
ま
で
か
な
り
根
強
く
存
在
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
両
者
の
流
れ
は
、
た
し
か
に
、
一
見
対
立
し
合
っ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
が
、
根
本
の
と
こ
ろ
で
一
致
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
を
近
世
の
限
ら
れ
た
枠
内
で
し
か
理
解
し
て
い
な
い
こ
と

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
中
世
、
ル
ネ
サ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
新
人
文
主
義
と
流
れ
て
き
た
人
文
古
典
主
義
の
枠
内
で
も
理

解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
わ
ず
か
し
か
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
し
か
に
、
日
本
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
紹
介
し
て

以
来
、
一
三
〇
数
年
の
年
月
が
流
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
原
典
翻
訳

が
進
み
、
実
に
六
〇
〇
〇
件
以
上
の
ヘ
ー
ゲ
ル
文
献
が
公
表
さ
れ
て
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き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
理
解
は
そ
の
広
が
り
を
増
し
て

き
て
は
い
ま
す
し
、
国
際
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
理
解
の

深
ま
り
と
い
う
点
で
は
、
進
展
は
残
念
な
が
ら
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い

の
で
す
。

　

最
後
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
の
手
法
に
つ
い
て
の
展
望
を
示
し
て
お

き
ま
す
。
そ
れ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
と

づ
く
用
語
分
析
と
、
草
稿
解
読
の
問
題
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
用
語
検
索
に
よ
ら
な
く
て
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
要
な
用
語
の
用
例

は
、
大
体
見
当
が
つ
き
ま
す
。
問
題
は
、
用
語
に
一
見
す
る
と
見
え

な
い
け
れ
ど
も
、
検
索
す
る
と
用
語
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
よ
う

な
場
合
で
す
。
し
か
も
、
そ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
要
な
用
語
と
密
接

に
関
連
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
要
な
用
語
も
含
め
た
未
知
の

文
脈
を
解
明
す
る
た
め
に
も
役
立
ち
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
道
な
研

究
が
ま
っ
た
く
進
展
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と

で
す
。
た
し
か
に
、
ベ
ル
リ
ン
期
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
文
献
学
的

問
題
が
あ
る
が
、『
精
神
現
象
学
』
な
ど
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
条

件
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
草
稿
解
読
に
つ
い
て
も
、
と
り

わ
け
ベ
ル
リ
ン
期
の
講
義
を
よ
り
精
確
に
理
解
し
て
ゆ
く
た
め
に

は
、
も
は
や
そ
れ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

Ⅲ　

ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
の
系
統
的
収
集
分
野

　
　

  

―
ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
の 

　
　
　
　

  

母
胎
フ
ェ
ノ
ロ
サ
講
義
「
哲
学
史
」
―

　

わ
が
国
に
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
が
移
植
さ
れ
た
出
発
点
は
、
東
京
大
学

に
お
け
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
「
哲
学
史
」（
一
八
七
八
～
一
八
八
五
）

で
す
。
日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
直
接
移
植
さ
れ
た

の
で
は
な
く
て
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
て
移
植
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し

て
、
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
講
義
の
呪
縛
と
も
い
う
べ

き
影
響
は
、
現
代
日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
の
根
本
動
向
そ
し
て
高
等

学
校
倫
理
教
育
に
お
け
る
弁
証
法
の
図
式
的
紹
介
に
到
る
ま
で
依
然

と
し
て
不
可
解
な
ほ
ど
大
き
く
及
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　

イ
タ
リ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
ア
ー
ネ
ス
ト･

フ
ラ
ン
シ
ス
コ･

フ
ェ

ノ
ロ
サ
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
、
哲
学
に
つ
い
て
は
ボ
ウ
エ
ン

の
講
義
を
受
講
し
た
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー･

ク
ラ
ブ
で
活
動
し
た
り
、

セ
ン
ト
ル
イ
ス
学
派
の
会
誌
『
思
弁
哲
学
雑
誌
』
を
読
ん
だ
り
し
な

が
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
関
心
は
、
と
り
わ

け
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ス
ペ
ン
サ
ー
の
統
合
に
あ
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ

は
、
お
雇
い
外
国
人
教
師
と
し
て
明
治
一
一
年
度
に
東
京
大
学
に
着

任
し
開
講
し
、
明
治
一
八
年
度
ま
で
在
任
し
ま
し
た
。
そ
の
間
に
哲

学
史
と
理
財
学
と
政
治
学
を
皮
切
り
に
、
後
に
は
、
論
理
学
や
哲
学
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も
担
当
し
ま
し
た
。
第
二
年
級
履
修
の
哲
学
史
だ
け
は
、
在
任
中
、

毎
年
度
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
東
京
大
学
文
学
部
は
、
明
治

一
三
年
度
ま
で
は
、
哲
学
政
治
学
及
理
財
学
科
と
和
漢
文
学
科
に
分

か
れ
て
い
た
が
、
翌
年
度
か
ら
は
、
哲
学
科
、
政
治
学
及
理
財
学
科
、

和
漢
文
学
科
の
三
科
制
に
改
組
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
年
度
の
哲
学
史
講
義
の
う
ち
で
、
現
在
、
筆
記
録
が
残
っ
て
い

る
の
は
、
明
治
一
二
年
度
の
市
島
謙
吉
と
坪
内
逍
遙
に
よ
る
筆
記
録

（
以
下
、
市
島
筆
記
録
と
坪
内
筆
記
録
）、
明
治
一
四
年
度
の
阪
谷
芳

郎
に
よ
る
筆
記
録
（
以
下
、
阪
谷
筆
記
録
）、
そ
し
て
、
明
治
一
八

年
度
の
清
澤
満
之
に
よ
る
筆
記
録
（
以
下
、
清
澤
筆
記
録
）
で
す
。

市
島
筆
記
録
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
し
、
坪
内

筆
記
録
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
部
分
も
含
め
て
、
簡
略
で
不
正
確
な
記
述

の
域
を
出
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
、
年
度
が
異
な
る
が
、
阪
谷
筆

記
録
は
走
り
書
き
と
は
い
え
、
詳
細
で
正
確
で
あ
っ
た
た
め
、
最
近

ま
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
論
の
唯
一
の
基
本
資
料
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
、
公
開
さ
れ
た
清
澤
筆
記
録
は
、
や
は
り

開
講
年
度
は
異
な
る
が
、
逐
条
の
筆
記
へ
と
到
達
し
、
格
段
に
詳
細

に
し
て
正
確
で
あ
る
た
め
、
今
後
は
、
阪
谷
筆
記
録
と
と
も
に
基
本

資
料
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

阪
谷
と
清
澤
の
筆
記
録
を
検
討
す
る
と
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ

ル
論
の
一
貫
し
た
特
徴
は
、
つ
ぎ
の
三
点
と
な
り
ま
す
。
①
い
わ
ゆ

る
『
エ
ン
ツ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
に
依
拠
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
論
理
学

に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
て
、
自
然
哲
学
と
精
神
哲
学
に
つ
い
て
は
、

目
次
を
紹
介
す
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
②
カ
ン
ト
、
フ
ィ

ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
展
開
を
弁
証
法
の
図
式
で

あ
る
正･

反･

合
の
成
立
過
程
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
③
こ
の
よ
う

な
図
式
化
さ
れ
た
弁
証
法
へ
と
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
哲
学
を
包
摂

し
て
統
合
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
阪
谷
が
筆
記
し
た
明
治
一
四
年
度
講
義
に
見
ら
れ
る
特

質
と
し
て
は
、
ロ
ッ
ツ
ェ
の
最
新
哲
学
の
観
点
も
取
り
入
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ロ
ッ
ツ
ェ
の
関
係
理
論
を
援
用
し
な
が
ら
、

絶
対
者
と
し
て
の
体
系
を
、
関
係
性
の
関
係
性
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
論
は
、
平
板
な

教
科
書
的
紹
介
で
は
な
く
て
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
の

水
準
を
伝
え
て
い
る
の
で
す
。

　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
哲
学
史
講
義
阪
谷
筆
記
録
は
、
二
冊
あ
り
ま
す
。

一
冊
に
は
、「
政
治
学
／
哲
学
１
／
理
財
学
雑
記
」
と
阪
谷
の
筆
跡

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
表
紙
左
肩
に
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ

哲
学
史
（
一
）」
と
別
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
冊
に
は
、「
哲
学

２
／
憲
法
史
」
と
表
紙
に
書
か
れ
、
そ
の
裏
に
は
「
哲
学
史
／
英
国

憲
法
史
／
文
学
部　

阪
谷
芳
郎
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
上
端
に
「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
史
―5. 256 H

egel’s Phil of H
is-

tory

―V
. 256

」
と
い
う
ペ
ン
書
き
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
阪
谷
筆

記
録
の
英
文
テ
キ
ス
ト
は
、
刊
行
予
定
のJahrbuch fur H

egel-
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forschung. A
cadem

ia V
erlag

、Sankt A
ugustin.

に
掲
載
さ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
清
澤
家
が
非
公
開
で
保
管
し
て
い
た
清
澤
満
之
の
遺
稿

類
に
含
ま
れ
て
い
た
明
治
一
七
年
度
の
清
澤
筆
記
録
が
最
近
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
そ
の
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
を
清
澤
満
之
記
念
館

の
御
好
意
を
頂
戴
し
西さ

い

方ほ
う

寺
三
八
世
住
職
よ
り
、
東
京
大
学
正
門
近

く
に
あ
る
清
澤
満
之
縁
の
地
求
道
会
館
で
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
清
澤
筆
記
録
の
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
筆
記
年
度
は
異
な
る
が
阪
谷
筆
記
録
よ
り
は
る
か
に
詳
細
な
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

清
澤
筆
記
録
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
で
す
。
ま
ず
岩
波
書
店
版
全
集
（
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
三
）
編

纂
の
た
め
に
公
開
さ
れ
る
ま
で
の
管
理
は
一
部
の
人
々
が
調
査
す
る

以
外
は
、
西
方
寺
三
六
世
住
職
か
ら
現
在
の
三
八
世
住
職
に
至
る
ま

で
焼
失
・
紛
失
等
が
な
い
よ
う
に
百
数
十
年
に
わ
た
り
門
外
不
出
に

し
て
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
保
管
さ
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

最
近
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
谷
大
学
編
・
岩
波
書

店
版
清
澤
満
之
全
集
編
纂
に
あ
た
っ
て
資
料
撮
影
記
録
を
し
た
大
谷

大
学
清
澤
満
之
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
道
な
努
力
に
よ
る
結
果
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
満
之
直
筆
の
中
で
も
東
京
大
学
時
代
の
講
義
ノ
ー
ト

等
は
哲
学
史
講
義
筆
記
録
も
含
め
て
い
ま
だ
手
つ
か
ず
の
も
の
も
多

い
よ
う
で
す
。

　

清
澤
筆
記
録
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
部
分
は
、「H

. P. N
o. 4　

哲
学
史
第

六
号
」
と
題
さ
れ
た
筆
記
録
の
六
六
頁
か
ら
九
〇
頁
ま
で
と
「H

. P. 
N

o. 7　

哲
学
史
第
七
号
」
と
題
さ
れ
た
筆
記
録
の
一
頁
か
ら
五
七

頁
ま
で
と
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
当
該
筆
記
録
前
半
部
邦
語
訳
は
、

日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
編
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究
』（
第
一
七
号
、

二
〇
一
一
年
一
二
月
、
こ
ぶ
し
書
房
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
阪
谷
筆
記
録
と
清
澤
筆
記
録
の
ほ
か
に
金
井
延
に
よ
る
明

治
一
六
年
度
哲
学
史
筆
記
録
複
写
も
一
九
七
九
年
ま
で
は
米
国
の

イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
ー
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
最
近
、
わ
た
し
が
同
図
書
館
の
日
本
人
図
書
館
員
に

調
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
見
つ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
厖

大
な
資
料
の
な
か
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
か
、
何
者
か
が
持
ち
去
っ

て
し
ま
っ
た
か
の
い
ず
れ
で
し
ょ
う
。

Ⅳ　

ヘ
ー
ゲ
ル
日
本
語
文
献
の
系
統
的
分
析･

総
合
分
野 

　
　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
講
義
「
哲
学
史
」
清
澤
筆
記
録
の
分
析 

　
　

―Gedanke

（
思
想
）
の
問
題
―

　

こ
こ
で
は
、
日
本
に
ヘ
ー
ゲ
ル
を
移
植
し
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー

ゲ
ル
理
解
を
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
東
京
大
学
に
お
け
る
講
義
「
哲
学
史
」

（
明
治
一
七
年
度
）
し
か
も
主
と
し
て
受
講
者
の
一
人
清
澤
満
之
に

よ
る
前
述
筆
記
録
に
も
と
づ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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（
Ａ
）　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
論
の
影
響

　

日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
へ
の
影
響
と
い
う
点
か
ら
申
し
上
げ
ま
す

と
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
第
一
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
原
理
を
思
想

（Gedanke
）
と
し
た
点
で
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
功
績
を
遺
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
思
想
の
見
地
は
、
そ
の
後
、
今
日
に
い
た
る

ま
で
不
思
議
に
も
忘
れ
さ
ら
れ
た
ま
ま
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第

二
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
哲
学
史
の
上
で
は
近
代
哲
学
か
ら
だ
け
理
解
し

よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
『
論
理
学
』
二
〇
〇
年
を
迎

え
て
い
る
今
年
に
い
た
る
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
三
に
、
弁

証
法
を
正･

反･

合
の
図
式
で
理
解
す
る
姿
勢
も
、
清
澤
そ
し
て
田

辺
元
を
経
由
し
な
が
ら
、
今
日
の
倫
理
教
育
を
も
強
く
呪
縛
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
日
本
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
の
基
本
動
向
は
、
今
日
に
お

い
て
も
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
論
に
呪
縛
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
が
近
代
哲
学
と
古
代
哲
学
の
総
合
の
上
に
成

立
し
て
い
る
こ
と
が
閑
却
さ
れ
た
ま
ま
、
近
代
哲
学
か
ら
の
み
研
究

さ
れ
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
具

体
的
に
い
え
ば
、
ま
ず
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
原
理

を
、
デ
カ
ル
ト
批
判
を
通
し
て
思
想
（thought

）
に
求
め
な
が
ら

も
、
そ
の
思
想
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
お
け
る
ヌ
ー
ス
で
あ
る
こ

と
を
閑
却
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
そ
の
閑
却
を
修
正
す

る
こ
と
な
く
、
思
想
を
深
め
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
思
想
の
展
開
方

法
と
し
て
理
解
さ
れ
た
三
段
法
（trichotom

y

）
の
図
式
的
理
解
へ

と
流
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
、
三
段
法
の
先
駆
形
態
は
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
を
無
視
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
三
段
法
は
思
想
の
展
開
方
法
と
は
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。（

Ｂ
）　

筆
記
者
清
澤
満
之
へ
の
影
響

　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
論
を
受
容
し
た
思
想
家
清
澤
満
之
も
、

ヘ
ー
ゲ
ル
を
第
一
原
理
と
し
て
の
思
想
（thought

）
と
そ
の
展
開

の
方
法
と
し
て
の
三
段
法
と
い
う
点
か
ら
理
解
し
た
が
、
そ
れ
は

フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
ま
す
。
三
段
法
に
つ
い
て

は
、
清
澤
は
、
自
分
な
り
に
消
化
し
よ
う
と
し
た
し
、
そ
の
後
の

ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
に
継
承
さ
れ
た
が
、
思
想
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ノ
ロ

サ
講
義
の
自
筆
筆
記
録
か
ら
の
翻
訳
を
し
て
鵜
呑
み
に
し
た
ま
ま
で

し
た
。
し
か
も
、
そ
の
後
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
（Gedanke

）
の
根

本
的
に
し
て
独
自
の
内
容
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
閑
却
さ
れ

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
論
理
学
』
の
思
惟
規
定
は
、

規
定
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
さ
ら
に
言
語
論
の
観
点
か
ら

は
、
純
粋
思
想
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
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（
Ｃ
）　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
遺
し
た
積
極
的
遺
産
と
し
て
の 

　
　
　

思
想
の
重
視

　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
を
、
思
想
を
原
理
に
し
て
解
釈
し
よ
う

と
し
た
の
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
習
っ
た
ボ
ウ
エ
ン
か
ら
の
影

響
で
し
ょ
う
。
ボ
ウ
エ
ン
は
、
思
想
の
見
地
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学

派
の
最
後
の
輝
き
た
る
Ｗ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
か
ら
得
ま
し
た
。
ボ
ウ
エ

ン
に
よ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
、
す
べ
て
の
知
識
は
、
感
覚
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
点
で
カ
ン
ト
と
ロ
ッ
ク
は
軌
を
一
に
す
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
外
か
ら
の
刺
激
な
ど
が
心
を
意
識
と
し
て
覚
醒
さ
せ
る
た
め

に
必
要
で
す
。
し
か
し
、
知
識
固
有
の
始
ま
り
は
、
意
識
で
あ
り
、

意
識
の
働
き
は
、
比
較
で
あ
り
、
こ
の
比
較
が
思
想
な
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
意
識
は
、
無
意
識
的
感
覚
を
要
素
と
し
て
精
神
化
学
的

過
程
を
経
て
連
合
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
も
、
す
べ
て
の
も
の
は
、
他
の
も
の
と
の
比
較
関
係
に

よ
っ
て
の
み
認
識
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ボ
ウ
エ
ン
は
、
我
思
惟

す
る
ゆ
え
に
我
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
思
想
と
思
想
す
る
者
と

は
不
可
分
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ボ
ウ
エ
ン

は
、
デ
カ
ル
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
そ
し
て
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
思
想
と
い
う
概

念
に
集
約
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
思
想
は
、
本
来
ヌ
ー
ス
の
問
題
と

も
な
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
す
（G

.: S. 380

）。

（
Ｄ
）　
「
思
惟
と
存
在
の
同
一
性
」
と
し
て
の
思
想 

　
　
　

す
な
わ
ち
事
象
（Sache

）

　

ま
ず
、
刮
目
す
べ
き
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
理
解
の
特
徴

は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
『
論
理
学
』
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
『
エ

ン
ツ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
に
徹
底
的
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
う
な
る
と
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
第
一
原
理
は
思
想
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
エ
ン
ツ
ュ
ク
ロ
ペ

デ
ィ
ー
』
の
予
備
概
念
で
、
思
惟
の
次
元
で
そ
の
所
産
と
し
て
の
純

粋
思
想
つ
ま
り
思
惟
規
定
か
ら
始
め
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
思
想

は
形
式
論
理
の
思
惟
形
式
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
、
客
観
的
思
想
の
三

つ
の
態
度
を
考
察
し
た
後
、
思
弁
的
論
理
学
の
始
ま
り
へ
達
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
思
想
は
、
古
い
形
而
上
学
、
カ
ン
ト

そ
し
て
ヤ
コ
ー
ビ
も
含
ん
で
い
る
の
で
す
。
思
惟
が
存
在
と
の
同
一

性
を
完
全
に
確
保
す
る
と
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
始
ま
り
に
達
す
る
と

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、『
エ
ン
ツ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
最
終
部
で
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
形
而
上
学
』
か
ら
思
惟
と
存
在
と

の
同
一
性
に
関
連
す
る
部
分
を
引
用
し
て
い
ま
す
。『
エ
ン
ツ
ュ
ク

ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
予
備
概
念
の
始
ま
り
と
『
エ
ン
ツ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』

最
終
部
は
こ
う
し
て
照
応
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
な
る
ほ
ど
『
エ

ン
ツ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
第
四
六
五
節
の
つ
ぎ
の
文
言
も
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
的
で
す
。「
知
性
が
自
覚
的
に
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
と
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い
う
の
は
な
ぜ
か
？　

そ
れ
は
、
知
性
が
思
惟
さ
れ
て
あ
る
も
の
は

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
存
在
す
る
も
の
は
た

だ
そ
れ
が
思
想
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」（E

nzy. 

§465

）。
し
か
し
、
つ
ぎ
の

文
言
は
、
そ
れ
を
ヘ
ー
ゲ
ル
的
に
理
解
し
て
い
ま
す
。「
知
性
が
そ

れ
自
身
に
お
い
て
（
本
質
的
に
）
一
般
者
で
あ
る
と
い
う
の
は
な
ぜ

か
？　

そ
れ
は
知
性
の
産
物
す
な
わ
ち
思
想
が
事
象
（Sache

）
で

あ
り
、
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
な
も
の
と
の
単
純
な
同
一
性
だ
か

ら
で
あ
る
」（ebd.

）。
つ
ま
り
、「
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
な
も

の
と
の
単
純
な
同
一
性
」
と
し
て
の
事
象
に
こ
そ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
弁

的
思
惟
の
固
有
性
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
思
想
と
し
て
の
思

惟
内
容
が
事
象
と
と
ら
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
客
観
的
思
想
と
な
り
、

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
始
ま
り
が
開
か
れ
る
か
ら
で
す
。「
世
界
に
は
悟

性
や
理
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
客
観
的
思
想
と
い
う
の
と
意
味
は

同
じ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
客
観
的
思
想
と
い
う
言
葉
に
は
具
合
の

わ
る
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
思
想
と
い
う
言
葉
は
あ
ま

り
に
も
一
般
に
、
精
神
、
意
識
に
の
み
属
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら

れ
て
お
り
、
客
観
と
い
う
言
葉
は
ま
ず
精
神
的
で
な
い
も
の
に
つ
い

て
だ
け
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」（E

nzy. 

§24, A
nm

.

）。

思
想
と
は
、
精
神
や
意
識
と
い
っ
た
主
観
に
だ
け
属
す
る
と
い
う
通

念
を
否
定
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
客
観
的
思
想
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
思
想
と
は
、
や
は
り
「
客
観
的
な
も
の
と
主
観

的
な
も
の
と
の
単
純
な
同
一
性
」
な
の
で
す
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
思

惟
の
段
階
で
表
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
思
惟
と
存
在
の
同
一

性
な
の
で
す
。
思
惟
と
存
在
の
同
一
性
は
、
す
で
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
も
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

（
Ｅ
）　

思
想
と
表
象
と
事
象
（Sache

）
と
の
関
係

　

事
象
が
心
理
学
的
に
ヘ
ー
ゲ
ル
流
に
解
明
さ
れ
て
い
る
の
が
、

『
エ
ン
ツ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』「
知
性
」
と
り
わ
け
「
記
憶
」
の
箇
所

な
の
で
す
。
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
の
認
識
能
力
論
か
ら
当
時
の
連
合
心

理
学
へ
の
展
開
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
思
惟
と
存
在
の
同
一
性
の
見
地
か
ら

と
ら
え
た
理
論
で
す
。「
知
性
の
体
系
化
の
な
か
で
記
憶
の
地
位
と

意
義
と
を
と
ら
え
、
記
憶
と
思
惟
と
の
有
機
的
連
関
を
概
念
的
に
理

解
す
る
こ
と
は
、
精
神
論
に
お
い
て
、
い
ま
ま
で
ま
っ
た
く
注
目
さ

れ
な
か
っ
た
点
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
実
際
も
っ
と
も
困
難
な
点
の

一
つ
で
あ
る
」（E

nzy. 

§464, A
nm

.

）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
憶

で
は
、
表
象
が
思
想
に
変
化
し
ま
す
。

　

と
り
わ
け
記
憶
は
、「
表
象
作
用
一
般
と
し
て
の
知
性
が
最
初
の

直
接
的
直
観
に
対
し
て
行
う
想
起
作
用
の
諸
活
動
と
同
じ
諸
活
動

を
、
言
葉
と
い
う
直
観
に
対
し
て
行
う
」（E

nzy. 

§461

）
と
い
う

点
で
、
想
起
と
は
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
憶
は
、
①
名
前
を
保
持

す
る
記
憶
形
態
、
②
再
生
産
的
記
憶
形
態
そ
し
て
③
機
械
的
記
憶
形

態
の
三
段
階
を
経
て
思
惟
に
変
化
し
ま
す（

（
（

。�

（
未
完
）
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